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1. 預金等共通規定 

(１) 「２．届出事項の変更、通帳・証書の再発行等」 

改 訂 前 改 訂 後 

(１) 通帳・証書や印章を失ったとき、または、印章、

氏名（名称）、住所その他の届出事項に変

更があったときは、ただちに書面等にて当店また

は当行本支店に届出てください。この届出の前

に生じた損害については、当行は責任を負いま

せん。 

（記載を追加） 

 

(２) 通帳・証書または印章を失った場合のこの預金

の元利金（給付契約金等）の支払いまたは

通帳・証書の再発行は、当行所定の手続きを

した後に行います。この場合、相当の期間をお

き、また、保証人を求めることがあります。 

（記載を追加） 

 

(１) 通帳・証書や印章を失ったとき、または、印章、

氏名（名称）、住所その他の届出事項に変

更があったときは、ただちに書面等にて当店また

は当行本支店に届出てください。この届出の前

に生じた損害については、当行は責任を負いま

せん。 

（2023年7月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

(２) 通帳・証書または印章を失った場合のこの預金

の元利金（給付契約金等）の支払いまたは

通帳・証書の再発行は、当行所定の手続きを

した後に行います。この場合、相当の期間をお

き、また、保証人を求めることがあります。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いを終了しております。証

書を失った場合の再発行は、通帳への切り替

えの取扱いとなります。 

 

(２) 「５．譲渡、質入れの禁止」 

改 訂 前 改 訂 後 

(１) この預金（積金）、預金契約（給付補てん

契約）上の地位その他この取引にかかるいっさ

いの権利および通帳または証書は、譲渡、質

入れその他第三者の権利を設定すること、また

は第三者に利用させることはできません。 

（記載を追加） 

 

(１) この預金（積金）、預金契約（給付補てん

契約）上の地位その他この取引にかかるいっさ

いの権利および通帳または証書は、譲渡、質

入れその他第三者の権利を設定すること、また

は第三者に利用させることはできません。 

（2023年7月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(３) 「７．暴力団等の反社会的勢力の排除」 

改 訂 前 改 訂 後 

(７) 解約時に預金口座（積金口座）に残高があ

る場合、通帳、証書および届出印鑑を持参の

うえ、当行に申出るものとします。この場合、必

要な書類等の提出を求めることがあります。 

（記載を追加） 

(７) 解約時に預金口座（積金口座）に残高があ

る場合、通帳、証書および届出印鑑を持参の

うえ、当行に申出るものとします。この場合、必

要な書類等の提出を求めることがあります。 

（2023年7月3日以降、新たな証書式定
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期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(４) 「８．盗難された通帳等を用いた預金（積金）の払戻しによる損害の補てんならびに本人確認の取扱いに関

する特約」 

改 訂 前 改 訂 後 

(１) 特約の適用範囲等 

① 中略 

② この特約は、以下の取扱いを定めるものです。 

A 盗難された通帳、証書（以下「通帳等」とい

います。）を用いて不正な預金（積金）払

戻し（解約ならびに当座貸越を利用した払戻

しを含みます。）が行われた場合における取扱

い。 

（記載を追加） 

 

B 中略 

③ 中略 

(２) 盗難された通帳等による不正な預金（積

金）払戻し等 

（記載を追加） 

 

① 盗難された通帳等を用いて行われた不正な預

金（積金）払戻し（以下、本条において「当

該払戻し」といいます。）については、次の各号

のすべてに該当する場合、預金者は当行に対

して当該払戻しの額およびこれにかかる手数

料・利息に相当する金額の補てんを請求するこ

とができます。 

（記載を追加） 

 

A 通帳等の盗難に気づいてから速やかに、当行

への通知が行われていること 

（記載を追加） 

 

B 中略 

C 中略 

② 中略 

③ 前 2 項の規定は、第 1 項にかかる当行への通

(１) 特約の適用範囲等 

① 中略 

② この特約は、以下の取扱いを定めるものです。 

A 盗難された通帳、証書（以下「通帳等」とい

います。）を用いて不正な預金（積金）払

戻し（解約ならびに当座貸越を利用した払戻

しを含みます。）が行われた場合における取扱

い。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

B 中略 

③ 中略 

(２) 盗難された通帳等による不正な預金（積

金）払戻し等 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

① 盗難された通帳等を用いて行われた不正な預

金（積金）払戻し（以下、本条において「当

該払戻し」といいます。）については、次の各号

のすべてに該当する場合、預金者は当行に対

して当該払戻しの額およびこれにかかる手数

料・利息に相当する金額の補てんを請求するこ

とができます。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

A 通帳等の盗難に気づいてから速やかに、当行

への通知が行われていること 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

B 中略 

C 中略 

② 中略 

③ 前 2 項の規定は、第 1 項にかかる当行への通
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知が、この通帳等が盗取された日（通称等が

盗取された日が明らかでないときは、盗取され

た通帳等を用いて行われた不正な預金（積

金）払戻しが最初に行われた日。）から、2年

を経過する日後に行われた場合には、適用さ

れないものとします。 

（記載を追加） 

 

④ 中略 

A 中略 

a) 中略 

b) 中略 

c) 中略 

B 通帳等の盗難が、戦争、暴動等による著しい

社会秩序の混乱に乗じまたはこれに付随した

行われたこと 

（記載を追加） 

知が、この通帳等が盗取された日（通称等が

盗取された日が明らかでないときは、盗取され

た通帳等を用いて行われた不正な預金（積

金）払戻しが最初に行われた日。）から、2年

を経過する日後に行われた場合には、適用さ

れないものとします。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

④ 中略 

A 中略 

a) 中略 

b) 中略 

c) 中略 

B 通帳等の盗難が、戦争、暴動等による著しい

社会秩序の混乱に乗じまたはこれに付随した

行われたこと 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(３) 「９．保険事故発生時における預金者からの相殺」 

変 更 後 変 更 前 

(３) 中略 

① 相殺通知は書面によるものとし、複数の借入

金等の債務がある場合には充当の順序方法を

指定のうえ、通帳、証書、契約の証または当

行所定の用紙に届出の印章により記名押印し

てただちに当行に提出してください。 

ただし、総合口座の定期預金またはこの預金

（積金）で担保される債務がある場合には、

次のとおりとします。 

（記載を追加） 

 

(３) 中略 

① 相殺通知は書面によるものとし、複数の借入

金等の債務がある場合には充当の順序方法を

指定のうえ、通帳、証書、契約の証または当

行所定の用紙に届出の印章により記名押印し

てただちに当行に提出してください。 

ただし、総合口座の定期預金またはこの預金

（積金）で担保される債務がある場合には、

次のとおりとします。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

2. 定期預金共通規定 

(１) 「２．証券類の受入れ」 

改 定 前 改 定 後 

(２) 受入れた証券類が不渡となったときは預金にな

りません。不渡りとなった証券類は証書と引換

(２) 受入れた証券類が不渡となったときは預金にな

りません。不渡りとなった証券類は証書と引換
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えにまたは通帳の当該受入れの記載を取消し

たうえ、当店で返却します。 

（記載を追加） 

えにまたは通帳の当該受入れの記載を取消し

たうえ、当店で返却します。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(２) 「３．証書の効力」 

変 更 後 変 更 前 

満期日に元利金をあらかじめ指定された預金口座

に入金した後は、証書は無効となりますので、ただち

に当店に返却してください。 

（記載を追加） 

満期日に元利金をあらかじめ指定された預金口座

に入金した後は、証書は無効となりますので、ただち

に当店に返却してください。 

（2023年７月 3日以降、新たな証書式定期預

金の取扱いは終了しております。） 

    

3. 期日指定定期預金規定※ （※2021 年 11 月 1日より新規取扱中止） 

(１) 「２．自動継続」 

改 定 前 改 定 後 

(１) この預金は、通帳または証書記載の最長預入

期限に自動的に期日指定定期預金として継

続します。継続された預金についても同様としま

す。 

（記載を追加） 

(１) この預金は、通帳または証書記載の最長預入

期限に自動的に期日指定定期預金として継

続します。継続された預金についても同様としま

す。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了したため、自動

継続後の証書は、通帳への切り替えの取扱

いとなります。 

 

(２) 「３．預金の支払時期等」 

改 定 前 改 定 後 

(１) 中略 

① 満期日の指定があったときは、指定された日を

満期日とします。満期日はこの預金の全部また

は一部について預入日の 1 年後の応当日

（通帳または証書記載の据置期間の満了

日。継続をしたときはその継続日の1年後の応

当日）から最長預入期限までの間の任意の

日を指定することができます。満期日を指定す

るときは、当店にその1か月前までに通知をして

ください。なお、この預金の一部について満期日

を定めるときは、1 万円以上の金額で指定して

(１) 中略 

① 満期日の指定があったときは、指定された日を

満期日とします。満期日はこの預金の全部また

は一部について預入日の 1 年後の応当日

（通帳または証書記載の据置期間の満了

日。継続をしたときはその継続日の1年後の応

当日）から最長預入期限までの間の任意の

日を指定することができます。満期日を指定す

るときは、当店にその1か月前までに通知をして

ください。なお、この預金の一部について満期日

を定めるときは、1 万円以上の金額で指定して
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ください。 

（記載を追加） 

 

ください。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(３) 「４．利息」 

改 定 前 改 定 後 

(１) 中略 

① 1 年以上 2年未満  

通帳または証書記載の「2年未満」の利率 

（記載を追加） 

 

② 1 年以上 

通帳または証書記載の「2 年以上」の利率

（以下「2 年以上利率」といいます。） 

（記載を追加） 

(１) 中略 

① 1 年以上 2年未満  

通帳または証書記載の「2年未満」の利率 

（2023年7月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

② 1 年以上 

通帳または証書記載の「2 年以上」の利率

（以下「2 年以上利率」といいます。） 

（2023年7月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(４) 「５．預金の解約、書替継続」 

改 定 前 改 定 後 

(１) 中略 

(２) この預金の全部もしくは一部を解約するときま

たは書替継続するときは、当行所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して通帳ま

たは証書とともに提出してください。 

（記載を追加） 

 

(１) 中略 

(２) この預金の全部もしくは一部を解約するときま

たは書替継続するときは、当行所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して通帳ま

たは証書とともに提出してください。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了しております。書

替継続後の証書は、通帳への切り替えの取

扱いとなります。 

 

4. 自由金利型定期預金（Ｍ型）規定（スーパー定期規定） 

(１) 「１．自動継続」 

改 定 前 改 定 後 

(１) この預金のうち自動継続扱のものは、通帳また

は証書記載の満期日に前回と同一の期間の

自由金利型定期預金（Ｍ型）に自動的に

継続します。継続された預金についても同様と

します。 

（記載を追加） 

(１) この預金のうち自動継続扱のものは、通帳また

は証書記載の満期日に前回と同一の期間の

自由金利型定期預金（Ｍ型）に自動的に

継続します。継続された預金についても同様と

します。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書
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式定期預金の取扱いは終了したため、自動

継続後の証書は、通帳への切り替えの取扱

いとなります。 

 

(２) 「２．預金の支払時期等」 

改 定 前 改 定 後 

この預金のうち自動継続扱でないものは、通帳また

は証書記載の満期日以後に利息とともに支払いま

す。ただし、この預金は当行が認めた場合、通帳また

は証書記載の満期日に自動的に解約し、元利金を

あらかじめ指定された預金口座に入金する取扱い

（以下「自動解約扱」といいます。）もできます。 

（記載を追加） 

この預金のうち自動継続扱でないものは、通帳また

は証書記載の満期日以後に利息とともに支払いま

す。ただし、この預金は当行が認めた場合、通帳また

は証書記載の満期日に自動的に解約し、元利金を

あらかじめ指定された預金口座に入金する取扱い

（以下「自動解約扱」といいます。）もできます。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定期預

金の取扱いは終了しております。） 

 

(３) 「３．利息」 

改 定 前 改 定 後 

(１) 自由金利型定期預金（Ｍ型）の場合 

① 自由金利型定期預金（Ｍ型）（複利型）

の場合 

A 自由金利型定期預金（Ｍ型）（複利型） 

の利息は、預入日から満期日の前日までの日

数および通帳または証書記載の利率によって

6 か月複利の方法で計算し、満期日以後

（自動解約扱の場合は満期日）に、この預

金とともに支払います。 

（記載を追加） 

 

B 中略 

② 自由金利型定期預金（M 型）（複利型）

以外の場合 

A 自由金利型定期預金（Ｍ型）（複利型） 

以外の利息は、預入日から満期日の前日まで

の日数および通帳または証書記載の利率によ

って計算し、満期日以後（自動解約扱の場

合は満期日）に、この預金とともに支払いま

す。 

ただし、預入日の 2年後の応当日から預入日

(１) 自由金利型定期預金（M型）の場合 

① 自由金利型定期預金（Ｍ型）（複利型）

の場合 

A 自由金利型定期預金（Ｍ型）（複利型） 

の利息は、預入日から満期日の前日までの日

数および通帳または証書記載の利率によって 

6 か月複利の方法で計算し、満期日以後

（自動解約扱の場合は満期日）に、この預

金とともに支払います。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

B 中略 

② 自由金利型定期預金（Ｍ型）（複利型）

以外の場合 

A 自由金利型定期預金（Ｍ型）（複利型） 

以外の利息は、預入日から満期日の前日まで

の日数および通帳または証書記載の利率によ

って計算し、満期日以後（自動解約扱の場

合は満期日）に、この預金とともに支払いま

す。 

ただし、預入日の 2年後の応当日から預入日
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の10年後の応答日までの日を満期日としたこ

の預金の利息の支払いは次によります。 

（記載を追加） 

 

（A） 預入日から満期日の 1 年前の応当日ま

での間に到来する預入日の 1 年ごとの応当日

を「中間利払日」とし、預入日または前回の中

間利払日からその中間利払日の前日までの日

数および通帳または証書記載の中間払利率に

よって計算した中間利払額（以下「中間利払

利息」といいます。）を、利息の一部として、各

中間利払日以後（自動解約扱の場合は各

中間利払日）に、あらかじめ指定された方法

により次のとおり（自動解約扱の場合は後記

ｂまたはｃにより）支払います。なお、預入日

の 2 年後の応当日を満期日としたこの預金

（以下「自由金利型 2 年定期預金（M

型）」といいます。）に限り、中間払利息を定

期預金とすることができます。 

（記載を追加） 

 

a 現金で受取る場合には、当行所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して通帳ま

たは証書とともに提出してください。 

（記載を追加） 

 

b 中略 

c 中略 

（B） 中略 

B 中略 

(２) 自動継続自由金利型定期預金（Ｍ型）の

場合 

① 自動継続自由金利型定期預金（Ｍ型）

（複利型）の場合 

A 自動継続自由金利型定期預金（Ｍ型）

（複利型）の利息は、預入日（継続をしたと

きはその継続日。以下３の（２）の①および

②において同じです。）から満期日の前日まで

の10年後の応答日までの日を満期日としたこ

の預金の利息の支払いは次によります。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

（A） 預入日から満期日の 1 年前の応当日ま

での間に到来する預入日の 1 年ごとの応当日

を「中間利払日」とし、預入日または前回の中

間利払日からその中間利払日の前日までの日

数および通帳または証書記載の中間払利率に

よって計算した中間利払額（以下「中間利払

利息」といいます。）を、利息の一部として、各

中間利払日以後（自動解約扱の場合は各

中間利払日）に、あらかじめ指定された方法

により次のとおり（自動解約扱の場合は後記

ｂまたはｃにより）支払います。なお、預入日

の 2 年後の応当日を満期日としたこの預金

（以下「自由金利型 2 年定期預金（M

型）」といいます。）に限り、中間払利息を定

期預金とすることができます。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

a 現金で受取る場合には、当行所定の払戻請

求書に届出の印章により記名押印して通帳ま

たは証書とともに提出してください。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

b 中略 

c 中略 

（B） 中略 

B 中略 

(２) 自動継続自由金利型定期預金（Ｍ型）の

場合 

① 自動継続自由金利型定期預金（Ｍ型）

（複利型）の場合 

A 自動継続自由金利型定期預金（Ｍ型）

（複利型）の利息は、預入日（継続をしたと

きはその継続日。以下３の（２）の①および

②において同じです。）から満期日の前日まで
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の日数および通帳または証書記載の利率

（継続後の預金については前記１の（２）

の利率。以下、自由金利型定期預金（Ｍ

型）の場合も含めてこれらを「約定利率」とい

います。）によって 6 か月複利の方法で計算

し、あらかじめ指定された方法により、満期日に

指定口座へ入金するか、または満期日に元金

に組入れて継続する方法により支払います。 

（記載を追加） 

 

 

 

B 中略 

② 自動継続自由金利型定期預金（Ｍ型）

（複利型）以外の場合 

A 中略  

（A） 預入日から満期日の 1 年前の応当日ま

での間に到来する預入日の１年ごとの応当日

を「中間利払日」とし、預入日または前回の中

間利払日からその中間利払日の前日までの日

数および通帳または証書記載の中間利払利

率（継続後の預金の中間利払利率は、継続

後の預金の利率に 70％を乗じた利率。ただ

し、小数点第4位以下は切捨てます。）によっ

て計算した中間払利息を、利息の一部として、

各中間利払日に支払います。なお、預入日の

２年後の応当日を満期日としたこの預金（以

下「自動継続自由金利型２年定期預金

（Ｍ型）」といいます。）に限り、中間払利息

を定期預金とすることができます。 

（記載を追加） 

 

の日数および通帳または証書記載の利率

（継続後の預金については前記１の（２）

の利率。以下、自由金利型定期預金（Ｍ

型）の場合も含めてこれらを「約定利率」とい

います。）によって 6 か月複利の方法で計算

し、あらかじめ指定された方法により、満期日に

指定口座へ入金するか、または満期日に元金

に組入れて継続する方法により支払います。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了したため、自動

継続後の証書は通帳への切り替えの取扱いと

なります。 

B 中略 

② 自動継続自由金利型定期預金（Ｍ型）

（複利型）以外の場合 

A 中略  

（A） 預入日から満期日の 1 年前の応当日ま

での間に到来する預入日の１年ごとの応当日

を「中間利払日」とし、預入日または前回の中

間利払日からその中間利払日の前日までの日

数および通帳または証書記載の中間利払利

率（継続後の預金の中間利払利率は、継続

後の預金の利率に 70％を乗じた利率。ただ

し、小数点第4位以下は切捨てます。）によっ

て計算した中間払利息を、利息の一部として、

各中間利払日に支払います。なお、預入日の

２年後の応当日を満期日としたこの預金（以

下「自動継続自由金利型２年定期預金

（Ｍ型）」といいます。）に限り、中間払利息

を定期預金とすることができます。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(４) 「５．預金の解約、書替継続」 

改 定 前 改 定 後 

(２) この預金を自動解約扱以外の方法で解約また

は書替継続するときは、当行所定の払戻請求

書に届出の印章により記名押印して通帳また

(２) この預金を自動解約扱以外の方法で解約また

は書替継続するときは、当行所定の払戻請求

書に届出の印章により記名押印して通帳また
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は証書とともに振出してください。 

ただし、元金に利息を加えて書替継続するとき

は、通帳または証書のみでも取扱います。この

場合、届出の印鑑を引続き使用します。 

（記載を追加） 

 

 

 

は証書とともに振出してください。 

ただし、元金に利息を加えて書替継続するとき

は、通帳または証書のみでも取扱います。この

場合、届出の印鑑を引続き使用します。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了しております。書

替継続後の証書は通帳への切り替えの取扱

いとなります。 

 

(５) 「６．中間利息定期預金」 

改 定 前 改 定 後 

(２) 中略 

① 中間利息定期預金の内容については、通帳で

の預入れの場合は通帳に記入し、証書での預

入の場合は原則として証書を発行しないことと

し中間利息定期預金の内容については別途に

通知します。なお、印鑑はこの預金の届出印

鑑を兼用します。 

（記載を追加） 

 

② A 自動解約扱以外の方法で中間利息定期

預金をこの預金とともに解約または書替継続す

るときは、当行所定の払戻請求書に届出の印

章により記名押印して通帳または証書とともに

提出してください。 

（記載を追加） 

 

 

 

B 自動解約扱の場合の中間利息定期預金

の元利金は、満期日にこの預金の元利金とと

もに指定口座へ入金します。 

（記載を追加） 

 

③ 中間利息定期預金のみを解約するときは、当

行所定の払戻請求書に届出の印章により記

名押印して通帳または証書とともに提出してく

ださい。 

(２) 中略 

① 中間利息定期預金の内容については、通帳で

の預入れの場合は通帳に記入し、証書での預

入の場合は原則として証書を発行しないことと

し中間利息定期預金の内容については別途に

通知します。なお、印鑑はこの預金の届出印

鑑を兼用します。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

② A 自動解約扱以外の方法で中間利息定期

預金をこの預金とともに解約または書替継続す

るときは、当行所定の払戻請求書に届出の印

章により記名押印して通帳または証書とともに

提出してください。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了しております。書

替継続後の証書は、通帳への切り替えの取

扱いとなります。 

B 自動解約扱の場合の中間利息定期預金

の元利金は、満期日にこの預金の元利金とと

もに指定口座へ入金します。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

③ 中間利息定期預金のみを解約するときは、当

行所定の払戻請求書に届出の印章により記

名押印して通帳または証書とともに提出してく

ださい。 
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なお、自動解約扱の場合は、満期口にあたり

前記②の B の規定にかかわらず、中間利息定

期預金の元利金は指定口座へ入金しません。

また、自動継続扱の場合は、次回の継続にあ

たり前記３の（２）の②の B の（B）のｂの

規定にかかわらず、中間利息定期預金の元利

金は合計しません。 

（記載を追加） 

なお、自動解約扱の場合は、満期口にあたり

前記②の B の規定にかかわらず、中間利息定

期預金の元利金は指定口座へ入金しません。

また、自動継続扱の場合は、次回の継続にあ

たり前記３の（２）の②の B の（B）のｂの

規定にかかわらず、中間利息定期預金の元利

金は合計しません。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了しております。自

動継続後の証書は、通帳への切り替えの取

扱いとなります。 

 

5. 自由金利型定期預金規定（大口定期預金規定） 

(１) 「１．自動継続」 

改 定 前 改 定 後 

(１) この預金のうち自動継続扱のものは、通帳また

は証書記載の満期日に前回と同一の期間の

自由金利型定期預金に自動的に継続しま

す。継続された預金についても同様とします。

（記載を追加） 

(１) この預金のうち自動継続扱のものは、通帳また

は証書記載の満期日に前回と同一の期間の

自由金利型定期預金に自動的に継続しま

す。継続された預金についても同様とします。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了したため、自動

継続後の証書は、通帳への切り替えの取扱

いとなります。 

 

(２) 「２．預金の支払時期等」 

改 定 前 改 定 後 

この預金のうち自動継続扱でないものは、通帳また

は証書記載の満期日以後に利息とともに支払いま

す。ただし、この預金は当行が認めた場合、通帳また

は証書記載の満期日に自動的に解約し、元利金を

あらかじめ指定された預金口座に入金する取扱い

（以下「自動解約扱」といいます。）もできます。 

（記載を追加） 

この預金のうち自動継続扱でないものは、通帳また

は証書記載の満期日以後に利息とともに支払いま

す。ただし、この預金は当行が認めた場合、通帳また

は証書記載の満期日に自動的に解約し、元利金を

あらかじめ指定された預金口座に入金する取扱い

（以下「自動解約扱」といいます。）もできます。 

（2023年７月 3日以降、新たな証書式定期預

金の取扱いは終了しております。） 

 

(３) 「３．利息」 

改 定 前 改 定 後 

(１) 自由金利型定期預金の場合 (１) 自由金利型定期預金の場合 
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① 自由金利型定期預金の利息は、預入日から

満期日の前日までの日数および通帳または証

書記載の利率によって計算し、満期日以後

（自動解約扱の場合は満期日）にこの預金

とともに支払います。 

ただし、預入日の 2 年後の応当日から預入日

の 10 年後の応当日までの日を満期口としたこ

の預金の利息の支払いは次によります。 

（記載を追加） 

 

A 預入日から満期日の１年前の応当日までの

間に到来する預入日の 1 年ごとの応当日を

「中間利払日」とし、預入日または前回の中間

利払日からその中間利払日の前日までの日数

および通帳または証書記載の中間利払利率

によって計算した中間利払額（以下「中間利

利息」といいます。）を、利息の一部として、各

中間利払日以後（自動解約扱の場合は各

中間利払日）に、あらかじめ指定された方法

により、次のとおり（自動解約扱の場合は後

記（Ｂ）により）支払います。 

（記載を追加） 

 

（A） 現金で受取る場合には、当行所定の払

戻請求書に届出の印章により記名押印して通

帳または証書とともに提出してください。 

（記載を追加） 

 

(２) 自動継続自由金利型定期預金の場合 

① 自動継続自由金利型定期預金の利息は、預

入日（継続をしたときはその継続日。以下３

の（２）の①および②において同じです。）か

ら満期日の前日までの日数（以下、自由金

利型定期預金の場合も含めてこれらを「約定

日数」といいます。）および通帳または証書記

載の利率（継続後の預金については前記１

の（２）の利率。以下、自由金利型定期預

金の場合も含めてこれらを「約定利率」といいま

① 自由金利型定期預金の利息は、預入日から

満期日の前日までの日数および通帳または証

書記載の利率によって計算し、満期日以後

（自動解約扱の場合は満期日）にこの預金

とともに支払います。 

ただし、預入日の 2 年後の応当日から預入日

の 10 年後の応当日までの日を満期口としたこ

の預金の利息の支払いは次によります。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

A 預入日から満期日の１年前の応当日までの

間に到来する預入日の 1 年ごとの応当日を

「中間利払日」とし、預入日または前回の中間

利払日からその中間利払日の前日までの日数

および通帳または証書記載の中間利払利率

によって計算した中間利払額（以下「中間利

利息」といいます。）を、利息の一部として、各

中間利払日以後（自動解約扱の場合は各

中間利払日）に、あらかじめ指定された方法

により、次のとおり（自動解約扱の場合は後

記（Ｂ）により）支払います。 

（2023年7月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

（A） 現金で受取る場合には、当行所定の払

戻請求書に届出の印章により記名押印して通

帳または証書とともに提出してください。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

(２) 自動継続自由金利型定期預金の場合 

① 自動継続自由金利型定期預金の利息は、預

入日（継続をしたときはその継続日。以下３

の（２）の①および②において同じです。）か

ら満期日の前日までの日数（以下、自由金

利型定期預金の場合も含めてこれらを「約定

日数」といいます。）および通帳または証書記

載の利率（継続後の預金については前記１

の（２）の利率。以下、自由金利型定期預

金の場合も含めてこれらを「約定利率」といいま
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す。）によって計算し、満期日に支払います。

ただし、預入日の 2 年後の応当日から預入日

の 10 年後の応当日までの日を満期口としたこ

の預金の利息の支払いは次によります。 

（記載を追加） 

 

A 預入日から満期日の 1 年前の応当日までの

間に到来する預入日の１年ごとの応当日を

「中間利払日」とし、預入日または前回の中間

利払日からその中間利払日の前日までの日数

および通帳または証書記載の中間利払利率

（継続後の預金の中間利払利率は、継続後

の預金の利率に 70％を乗じた利率。ただし、

小数点第 4 位以下は切捨てます。）によって

計算した中間払利息を、利息の一部として、

各中間利払日に支払います。 

（記載を追加） 

 

B 中略 

② 中略 

A 中略 

B 中略 

③ 中略 

(３) 中略 

① 預入日の 1 か月後の応当日の前日までに解

約する場合には、次の A、B および C（B およ

び C の算式により計算した利率の小数点第 4

位以下は切捨てます。ただし、C の算式により

計算した利率が 0％を下回るときは 0％としま

す。）のうち、最も低い利率。 

A 解約日における普通預金の利率 

B 約定利率×70％ 

C 約定利率-（基準利率-約定利率）×(約定日数-預入日数） 

預入口数 

なお、基準利率とは、解約日にこの預金の元

金を通帳または証書記載の満期日（継続を

したときはその満期日）まで新たに預入れする

とした場合、その預入の際に適用される利率を

す。）によって計算し、満期日に支払います。

ただし、預入日の 2 年後の応当日から預入日

の 10 年後の応当日までの日を満期口としたこ

の預金の利息の支払いは次によります。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

A 預入日から満期日の 1 年前の応当日までの

間に到来する預入日の 1 年ごとの応当日を

「中間利払日」とし、預入日または前回の中間

利払日からその中間利払日の前日までの日数

および通帳または証書記載の中間利払利率

（継続後の預金の中間利払利率は、継続後

の預金の利率に 70％を乗じた利率。ただし、

小数点第 4 位以下は切捨てます。）によって

計算した中間払利息を、利息の一部として、

各中間利払日に支払います。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております） 

B 中略 

② 中略 

A 中略 

B 中略 

③ 中略 

(３) 中略 

① 預入日の 1 か月後の応当日の前日までに解

約する場合には、次の A、B および C（B およ

び C の算式により計算した利率の小数点第 4

位以下は切捨てます。ただし、C の算式により

計算した利率が 0％を下回るときは 0％としま

す。）のうち、最も低い利率。 

A 解約日における普通預金の利率 

B 約定利率×70％ 

C 約定利率-（基準利率-約定利率）×(約定日数-預入日数） 

預入口数 

なお、基準利率とは、解約日にこの預金の元

金を通帳または証書記載の満期日（継続を

したときはその満期日）まで新たに預入れする

とした場合、その預入の際に適用される利率を
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基準として算出した当行所定の利率をいいま

す。 

（記載を追加） 

基準として算出した当行所定の利率をいいま

す。 

（2023 年７月 3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(４) 「４．預金の解約、書替継続」 

改 定 前 改 定 後 

(２) この預金を自動解約扱以外の方法で解約また

は書替継続するときは、当行所定の払戻請求

書に届出の印章により記名押印して通帳また

は証書とともに提出してください。 

（記載を追加） 

 

 

 

(２) この預金を自動解約扱以外の方法で解約また

は書替継続するときは、当行所定の払戻請求

書に届出の印章により記名押印して通帳また

は証書とともに提出してください。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了しております。書

替継続後の証書は、通帳への切り替えの取

扱いとなります。 

 

6. 変動金利定期預金規定※ （※2021 年 11 月 1日より新規取扱中止） 

(１) 「１．自動継続」 

改 定 前 改 定 後 

(１) この預金のうち自動継続扱のものは、通帳また

は証書記載の満期日に前回と同一の期間の

変動金利定期預金に自動的に継続します。

継続された預金についても同様とします。 

（記載を追加） 

(１) この預金のうち自動継続扱のものは、通帳また

は証書記載の満期日に前回と同一の期間の

変動金利定期預金に自動的に継続します。

継続された預金についても同様とします。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了したため、書替

継続後の証書は、通帳への切り替えの取扱

いとなります。 

 

(２) 「２．預金の支払時期等」 

変 更 後 変 更 前 

この預金のうち自動継続扱でないものは、通帳また

は証書記載の満期日以後に支払います。ただし、こ

の預金は当行が認めた場合、通帳または証書記載

の満期日に自動的に解約し、元利金をあらかじめ指

定された預金口座に入金する取扱い（以下「自動

解約扱」といいます。）もできます。 

（記載を追加） 

この預金のうち自動継続扱でないものは、通帳また

は証書記載の満期日以後に支払います。ただし、こ

の預金は当行が認めた場合、通帳または証書記載

の満期日に自動的に解約し、元利金をあらかじめ指

定された預金口座に入金する取扱い（以下「自動

解約扱」といいます。）もできます。 

（2023年７月 3日以降、新たな証書式定期預

金の取扱いは終了しております。） 



 

【関連規定の改定対比表】 ※改訂箇所を下線付きの太字で示しています。 

- 14 - 

 

(３) 「４．利息」 

変 更 後 変 更 前 

(１) 変動金利定期預金の場合 

① 変動金利定期預金（複利型）の場合 

A 変動金利定期預金（複利型）の利息は、

預入日から満期日の前日までの日数および通

帳または証書記載の利率（前記３により利

率を変更したときは、変更後の利率）によって

６か月複利の方法で計算し、満期日以後

（自動解約扱の場合は満期口）に、この預

金とともに支払います。 

（記載を追加） 

 

B 中略 

② 変動金利定期預金（複利型）以外の場合 

A 中略 

（A） 預入日から満期日の前日までの間に到

来する預入日の６か月ごとの応当日を「中間

利払日」とし、預入日または前回の中間利払

日からその中間利払日の前日までの日数

（以下「中間利払日数」といいます。）および

通帳または証書記載の中間利払利率（前記

３により利率を変更したときは、変更後の利率

に 70％を乗じた利率。ただし、小数点第4位

以下は切捨てます。）によって計算した中間

利払額（以下「中間払利息」といいます。）

を、利息の一部として、各中間利払日に、指

定口座へ入金します。 

（記載を追加） 

 

（B） 中間利払日数および通帳または証書記

載の利率（前記３により利率を変更したとき

は、変更後の利率）によって計算した金額な

らびに最後の中間利払日から満期日の前日ま

での日数および通帳または証書記載の利率

（前記３により利率を変更したときは、変更

後の利率）によって計算した金額の合計額か

(１) 変動金利定期預金の場合 

① 変動金利定期預金（複利型）の場合 

A 変動金利定期預金（複利型）の利息は、

預入日から満期日の前日までの日数および通

帳または証書記載の利率（前記３により利

率を変更したときは、変更後の利率）によって

６か月複利の方法で計算し、満期日以後

（自動解約扱の場合は満期口）に、この預

金とともに支払います。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

B 中略 

② 変動金利定期預金（複利型）以外の場合 

A 中略 

（A） 預入日から満期日の前日までの間に到

来する預入日の６か月ごとの応当日を「中間

利払日」とし、預入日または前回の中間利払

日からその中間利払日の前日までの日数

（以下「中間利払日数」といいます。）および

通帳または証書記載の中間利払利率（前記

３により利率を変更したときは、変更後の利率

に 70％を乗じた利率。ただし、小数点第4位

以下は切捨てます。）によって計算した中間

利払額（以下「中間払利息」といいます。）

を、利息の一部として、各中間利払日に、指

定口座へ入金します。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

（B） 中間利払日数および通帳または証書記

載の利率（前記３により利率を変更したとき

は、変更後の利率）によって計算した金額な

らびに最後の中間利払日から満期日の前日ま

での日数および通帳または証書記載の利率

（前記３により利率を変更したときは、変更

後の利率）によって計算した金額の合計額か
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ら中間払利息（中間利払口が複数ある場合

は各中間払利息の合計額）を差引いた残額

を、満期日以後（自動解約扱の場合は満期

日）にこの預金とともに支払います。 

（記載を追加） 

 

B 中略 

(２) 自動継続変動金利定期預金の場合 

① 自動継続変動金利定期預金（複利型）の

場合 

A 自動継続変動金利定期預金（複利型）の

利息は、預入日から満期日の前日までの日数

および通帳または証書記載の利率（前記３

により利率を変更したときは、変更後の利率。

継続後の預金については前記１の（２）の

利率。以下、変動金利定期預金の場合も含

めてこれらをそれぞれ「約定利率」といいま

す。）によって 6 か月複利の方法で計算し、あ

らかじめ指定された方法により、満期日に指定

口座へ入金するか、または満期日に元金に組

入れて継続する方法により支払います。 

（記載を追加） 

 

 

 

B 中略 

② 自動継続変動金利定期預金（複利型）以

外の場合 

A 中略 

（A） 預入日から満期日の前日までの間に到

来する預入日の 6 か月ごとの応当日を「中間

利払日」とし、中間利払日数および通帳また

は証書記載の中間利払利率（前記３により

利率を変更したときは、変更後の利率に 70％

を乗じた利率。継続後の預金の中間利払利

率は、継続後の預金の利率に 70％を乗じた

利率。ただし、小数点第 4 位以下は切捨てま

す。）によって計算した中間払利息を、利息の

ら中間払利息（中間利払口が複数ある場合

は各中間払利息の合計額）を差引いた残額

を、満期日以後（自動解約扱の場合は満期

日）にこの預金とともに支払います。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

B 中略 

(２) 自動継続変動金利定期預金の場合 

① 自動継続変動金利定期預金（複利型）の

場合 

A 自動継続変動金利定期預金（複利型）の

利息は、預入日から満期日の前日までの日数

および通帳または証書記載の利率（前記３

により利率を変更したときは、変更後の利率。

継続後の預金については前記１の（２）の

利率。以下、変動金利定期預金の場合も含

めてこれらをそれぞれ「約定利率」といいま

す。）によって 6 か月複利の方法で計算し、あ

らかじめ指定された方法により、満期日に指定

口座へ入金するか、または満期日に元金に組

入れて継続する方法により支払います。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了したため、自動

継続後の証書は、通帳への切り替えの取扱

いとなります。 

B 中略 

② 自動継続変動金利定期預金（複利型）以

外の場合 

A 中略 

（A） 預入日から満期日の前日までの間に到

来する預入日の 6 か月ごとの応当日を「中間

利払日」とし、中間利払日数および通帳また

は証書記載の中間利払利率（前記３により

利率を変更したときは、変更後の利率に 70％

を乗じた利率。継続後の預金の中間利払利

率は、継続後の預金の利率に 70％を乗じた

利率。ただし、小数点第 4 位以下は切捨てま

す。）によって計算した中間払利息を、利息の
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一部として、各中間利払日に指定口座へ入

金します。 

（記載を追加） 

一部として、各中間利払日に指定口座へ入

金します。 

（2023年７月3日以降、新たな証書式定

期預金の取扱いは終了しております。） 

 

(４) 「５．預金の解約、書替継続」 

改 定 前 改 定 後 

(２) この預金を自動解約扱以外の方法で解約また

は書替継続するときは、当行所定の払戻請求

書に届出の印章により記名押印して通帳また

は証書とともに提出してください。 

ただし、元金に利息を加えて書替継続するとき

は、通帳または証書のみでも取扱います。この

場合、届出の印鑑を引続き使用します。 

（記載を追加） 

 

 

 

(２) この預金を自動解約扱以外の方法で解約また

は書替継続するときは、当行所定の払戻請求

書に届出の印章により記名押印して通帳また

は証書とともに提出してください。 

ただし、元金に利息を加えて書替継続するとき

は、通帳または証書のみでも取扱います。この

場合、届出の印鑑を引続き使用します。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了しております。書

替継続後の証書は、通帳への切り替えの取

扱いとなります。 

 

7. 据置型定期預金規定※ （※2021 年 11 月 1日より新規取扱中止） 

(１) 「１．自動継続」 

改 定 前 改 定 後 

(１) この預金は、通帳または証書記載の最長預入

期限に自動的に据置型定期預金として継続し

ます。ただし、継続後のこの預金の元利金が当

行所定の金額以上となる場合はこの取扱いは

いたしません。継続された預金についても同様と

します。 

（記載を追加） 

(１) この預金は、通帳または証書記載の最長預入

期限に自動的に据置型定期預金として継続し

ます。ただし、継続後のこの預金の元利金が当

行所定の金額以上となる場合はこの取扱いは

いたしません。継続された預金についても同様と

します。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了したため、自動

継続後の証書は、通帳への切り替えの取扱

いとなります。 

 

(２) 「４．預金の解約、書替継続」 

改 定 前 改 定 後 

(２) この預金を解約、一部支払または書替継続す

るときは、当行所定の払戻請求書に届出の印

章により記名押印して通帳または証書とともに

(２) この預金を解約、一部支払または書替継続す

るときは、当行所定の払戻請求書に届出の印

章により記名押印して通帳または証書とともに
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提出してください。 

ただし、この預金に利息を加えて書替継続する

ときは、通帳または証書のみでも取扱います。こ

の場合、届出の印鑑を引続き使用します。 

（記載を追加） 

 

 

 

提出してください。 

ただし、この預金に利息を加えて書替継続する

ときは、通帳または証書のみでも取扱います。こ

の場合、届出の印鑑を引続き使用します。 

なお、2023 年 7 月 3 日以降、新たな証書

式定期預金の取扱いは終了しております。書

替継続後の証書は、通帳への切り替えの取

扱いとなります。 

 

以 上 


